
政

令

第
一
条
の
表
仙
台
長
町
駅
東
地
域
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

大
宮
駅
周

辺
地
域

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
及
び
中
央
区
の

区
域
の
う
ち
、
市
道
二
万
六
十
六
号

線
と
県
道
さ
い
た
ま
春
日
部
線
と
の

交
会
点
を
起
点
と
し
、順
次
同
県
道
、

埼
玉
新
都
市
交
通
伊
奈
線
の
西
側
端

線
、
大
宮
区
錦
町
九
十
八
番
と
同
区

錦
町
八
十
八
番
及
び
同
区
錦
町
九
十

一
番
一
と
の
境
界
線
、
市
道
一
万
十

一
号
線
の
東
側
端
線
、
市
道
一
万
十

九
号
線
、
一
般
国
道
十
七
号
線
、
県

道
新
方
須
賀
さ
い
た
ま
線
、
市
道
二

万
八
十
一
号
線
、
市
道
二
万
九
十
九

号
線
、
市
道
二
万
百
十
四
号
線
並
び

に
市
道
二
万
六
十
六
号
線
を
経
て
起

点
に
至
る
線
（
市
道
一
万
十
一
号
線

以
外
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中

心
線
）
で
囲
ま
れ
た
区
域

中
部
国
際

空
港
東
・

常
滑
り
ん

く
う
地
域

常
滑
市
の
区
域
の
う
ち
、
セ
ン
ト
レ

ア
一
丁
目
及
び
三
丁
目
か
ら
五
丁
目

ま
で
の
区
域
（
常
滑
市
都
市
計
画
に

お
い
て
市
街
化
区
域
と
し
て
定
め
ら

れ
た
区
域
に
限
る
。）

常
滑
市
の
区
域
の
う
ち
、
名
古
屋
鉄

道
常
滑
線
の
西
側
端
線
と
市
道
二
千

二
号
線
の
中
心
線
と
の
交
会
点
を
起

点
と
し
、
順
次
同
中
心
線
、
多
屋
町

三
丁
目
と
鯉
江
本
町
一
丁
目
及
び
鯉

江
本
町
三
丁
目
と
の
境
界
線
、
り
ん

く
う
町
一
丁
目
と
鯉
江
本
町
三
丁
目

及
び
鯉
江
本
町
四
丁
目
と
の
境
界

線
、
市
道
新
開
町
線
の
北
側
端
線
、

市
道
二
千
六
十
四
号
線
の
中
心
線
、

市
道
鯉
江
本
町
線
の
北
側
端
線
、
鯉

江
本
町
三
丁
目
五
十
三
番
三
と
同
丁

目
五
十
三
番
一
と
の
境
界
線
及
び
同

線
を
延
長
し
た
線
、
同
丁
目
五
十
三

番
二
と
同
丁
目
五
十
三
番
一
と
の
境

界
線
、
同
丁
目
十
二
番
一
と
同
丁
目

六
番
と
の
境
界
線
、
同
丁
目
七
十
二

番
一
及
び
同
丁
目
七
番
一
と
同
丁
目

四
十
七
番
と
の
境
界
線
、
同
丁
目
七

番
一
と
同
丁
目
五
十
番
と
の
境
界

線
、
同
丁
目
七
番
六
と
同
丁
目
六
番

二
と
の
境
界
線
、
同
丁
目
七
番
三
と

同
丁
目
六
番
三
と
の
境
界
線
、
鯉
江

本
町
二
丁
目
九
十
九
番
と
同
丁
目
百

六
番
と
の
境
界
線
並
び
に
名
古
屋
鉄

道
常
滑
線
の
西
側
端
線
を
経
て
起
点

に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に

り
ん
く
う
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま

で
の
区
域
（
常
滑
市
都
市
計
画
に
お

い
て
市
街
化
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ

た
区
域
に
限
る
。）

第
一
条
の
表
長
岡
京
駅
周
辺
地
域
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

大
阪
京
橋

駅
・
大
阪

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ク
駅

周
辺
・
天

満
橋
駅
周

辺
地
域

大
阪
市
都
島
区
及
び
中
央
区
の
区
域

の
う
ち
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
大
阪
環

状
線
と
一
般
国
道
一
号
線
と
の
交
会

点
を
起
点
と
し
、
順
次
同
国
道
、
市

道
東
野
田
方
面
南
北
五
号
線
、
市
道

桜
宮
小
学
校
表
通
線
、
市
道
東
野
田

方
面
東
西
二
十
二
号
線
、
市
道
京
橋

大
阪
城
線
、
市
道
片
町
茨
田
線
の
北

側
端
線
、
市
道
片
町
徳
庵
線
、
都
島

区
と
中
央
区
と
の
区
界
線
、
同
区
大

阪
城
と
同
区
城
見
一
丁
目
と
の
境
界

線
及
び
西
日
本
旅
客
鉄
道
大
阪
環
状

線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
（
市
道
片

町
茨
田
線
以
外
の
道
路
又
は
鉄
道
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
中
心
線
）
で
囲
ま

れ
た
区
域

大
阪
市
中
央
区
の
区
域
の
う
ち
、
市

道
赤
川
天
王
寺
線
と
都
島
区
と
中
央

区
と
の
区
界
線
と
の
交
会
点
を
起
点

と
し
、
順
次
同
区
界
線
、
北
区
と
中

央
区
と
の
区
界
線
、
同
区
北
浜
東
及

び
同
区
石
町
二
丁
目
と
同
区
天
満
橋

京
町
と
の
境
界
線
、
同
区
石
町
二
丁

目
と
同
区
石
町
一
丁
目
と
の
境
界

線
、
同
区
島
町
二
丁
目
と
同
区
島
町

一
丁
目
と
の
境
界
線
、
市
道
高
麗
橋

線
並
び
に
市
道
赤
川
天
王
寺
線
を
経

て
起
点
に
至
る
線
（
道
路
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
中
心
線
）
で
囲
ま
れ
た
区

域

平成年月日 水曜日 第号官 報

第
一
条
の
表
東
京
都
心
・
臨
海
地
域
の
項
中
「
特
別
区

道
中
京
第
四
百
二
号
線
」
を
「
日
本
橋
川
の
南
側
端
線
、

都
道
東
京
市
川
線
、
特
別
区
道
中
日
第
八
号
線
、
特
別
区

道
中
日
第
六
号
線
」
に
改
め
、「
東
京
都
の
区
域
の
う
ち
、

平
成
十
一
年
五
月
二
十
一
日
に
公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定

に
よ
る
埋
立
て
の
免
許
の
あ
っ
た
埋
立
区
域
（
中
央
区
の

地
先
水
面
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
表
環

状
四
号
線
新
宿
富
久
沿
道
地
域
の
項
、
戸
塚
駅
周
辺
地
域

の
項
、
辻
堂
駅
周
辺
地
域
の
項
、
東
静
岡
駅
周
辺
地
域
の

項
及
び
名
古
屋
千
種
・
鶴
舞
地
域
の
項
を
削
り
、
同
表
名

古
屋
臨
海
地
域
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
及
び
特
定
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
八
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
十
五
号

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
及
び
特
定
都
市
再
生
緊

急
整
備
地
域
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律

第
二
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
及
び
特
定
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
駅
周
辺
・
天
満
橋

駅
周
辺
地
域
の
項
及
び
北
九
州
黒
崎
駅
南
地
域
の
項
を
削

り
、
同
表
備
考
第
二
号
中
「
、
戸
塚
駅
周
辺
地
域
」
及
び

「
、
名
古
屋
千
種
・
鶴
舞
地
域
」
を
削
り
、「
、
長
岡
京
駅

周
辺
地
域
、
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
西
地
域
及
び
北
九

州
黒
崎
駅
南
地
域
」
を
「
及
び
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

西
地
域
」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
三
号
中
「
、
環
状
四
号

線
新
宿
富
久
沿
道
地
域
」
及
び「
、
東
静
岡
駅
周
辺
地
域
」

を
削
り
、
同
表
備
考
第
四
号
中
「
仙
台
長
町
駅
東
地
域
、」

及
び
「
、
辻
堂
駅
周
辺
地
域
」
を
削
り
、
同
表
備
考
第
七

号
中
「
東
京
都
心
・
臨
海
地
域
、」及
び
「
、
大
阪
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク
駅
周
辺
・
天
満
橋
駅
周
辺
地
域
」
を
削
り
、
同

表
備
考
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

大
宮
駅
周
辺
地
域
、東
京
都
心
・
臨
海
地
域
、

中
部
国
際
空
港
東
・
常
滑
り
ん
く
う
地
域
及
び
大

阪
京
橋
駅
・
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
駅
周
辺
・
天

満
橋
駅
周
辺
地
域

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
一

日附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
適
正
な
取
扱
い
の

確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
八
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
十
六
号

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
適
正
な
取
扱

い
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令

内
閣
は
、
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
適
正
な

取
扱
い
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

七
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
適
正
な
取
扱
い
の

確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
十
五
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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